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＜パートナーシップ＞

☑

☑

☐

☑
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☐

☐

☑

☑

三側面
（分野に☑）

若手の人材育成は離職等で思いのほか出来なかった。
時間外については18時帰宅を推進した結果達成できた。

時間外月15時間位内→月13時間

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2023年に1回実施

ワークバランスと人材育成
次世代の力が十分発揮できる環境作り

仕事とプライベートのバランスを重
視し時間外を月15時間以内とする

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

事務用品5割は繰返使用できる物を
購入、ダンボールは8割再利用する。

ボールペン、蛍光ペン、修正テープ、糊等繰返し使用できる
物を購入できた。別の方向でペーパーレスが進み新規購入
するプラスチック類など格段に減ったため。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

子供たちが環境を学べるワーク
ショップや各種環境イベントを年2回
実施

前期の指標に対する実績

一万坪の南阿蘇湯の谷ホテル跡地を
「森へ蘇生させる」プロジェクト

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

コロナ禍にて再開発が遅延し、目標は未達に終わった。

今後も地域への参画等ドゥ．ヨネザワ企業グループ全体として取り組んでいきます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

事務用品5割は繰返使用できる物→
出来た。ダンボールは8割再利用→
再梱包、他全て段ボールゴミとして
処分

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

リデュース・リユース・リサイクルに取り組む

社会

経済

環境

若手の人材の採用と育成

新規採用目標
2023年3名→2026年迄に3名増
外部研修参加
2023年1件→2026年迄に1人2
回以上

社会

経済

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に
該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更
新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組
み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

フードドライブ活動の自社企画と運営
フードドライブ自主企画
2023年　0件（県主催以外）
2026年　1件以上（自主企画）

社会

経済

環境

一万坪の南阿蘇湯の谷ホテル跡地を
「森へ蘇生させる」プロジェクトへの運営に参加

子供たちが環境を学べるワーク
ショップや各種環境イベント
2023年　1回実施
2026年までに4回実施

事業者名 株式会社アド・コム

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

経営方針：地域貢献・グループ間連携により新たな価値を創造する企業へ
目指す姿：質の高い商品・サービスを提供し続けることにより、地域の人々の生活を豊かにし
　　　　　　　経営基盤の確立・従業員の豊かな生活を実現する

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


